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家庭における今夏の節電のお願い

～環境都市「豊岡エコバレー」の実現を目指して～
今夏は電力需給が安定する見込みだが、豊岡市では、今年も昨年並みの節電実施を推進し、市民の皆さんに可能な範囲で協力をお願いする(高齢者や乳幼児、体調が悪い方がおられる家庭には、健康上支障の無い範囲での節電を依頼)。
１　節電期間・時間帯
⑴　期間　　７月１日(月)～９月３０日(月)の平日　（８月１３日～１５日除く）
　⑵　時間　　午前９時～午後８時
２　節電内容
平成２４年並みの節電（平成２２年夏比で９％削減を目安）実施　

３　節電取組み
⑴　家族でお出かけクールスポット
市の公共施設で市民の皆さんが利用しやすい施設を「クールスポット」に指定する。

夏の昼間にクールスポットに出かけることにより、家庭での電力消費を削減し、ピークカットに協力する。
　　【クールスポット】　４３施設　
①　無料施設（３９施設）…開館日（平日のみ）午後１時～４時
市民プラザ交流サロン、コウノトリ文化館、各地区公民館県民交流広場(２５)、
図書館本館・分館(６)、各子育てセンター(６)
2 有料施設（４施設）……施設開館時間中。

節電期間中は、豊岡市民に限り、入館料を１/２減免

但馬国府・国分寺館、植村直己冒険館、日本・モンゴル民族博物館、伊藤清永美術館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑵　家庭での節電チャレンジ＝使用電力マイナスの取組み
　　　電気代前年同月比のマイナス達成により、市民エコポイント・５ポイントを進呈。
　２カ月達成すれば、市民エコポイント１０ポイントとなり、環境商品などが当たる抽選会（次
回は１１月予定）で抽選ができる。

　　　【エコポイント券受け取り方法】

　　　　　電力会社から毎月届く「電気ご使用量のお知らせ」を市環境経済課または支所に持参し、確認を受け、エコポイントを受け取る。

⑶　小中学生の夏の節電チャレンジ＝｢夏休み子ども節電自主学習」への取組み

　　　子どもが節電、省エネに関する課題（チェックシート等）を提出すると、市民エコポイント・１０ポイントを進呈

　　　【エコポイント券受け取り方法】
　　　子どもは、各小中学校を通じて市に課題を提出し、市は各学校を通じてポイント券を交
　　付

⑷　市役所の節電組み
　　　エコリーダーを通じて、職員への周知と取組みを徹底する。
①　市役所も平成２２年夏比で９％削減を目標に
ア　事務室照明を半減　　イ　不要な照明の消灯　　　ウ　冷房設定温度(２８℃)を徹底
エ　帰ろうデー(毎週水曜日をノー残業デー)の徹底　　オ　待機電力の削減　　　
カ　時間外勤務の抑制と工夫　
②　平成２５年度に平成１９年度比△８．８％とするCO2削減実行計画（豊岡市地球温暖化防止対策実行計画）を徹底・強化

　　　③　除外施設など
　　　　下記の施設等については、事務室照明の半減や冷房設定温度２８℃については、可能な範囲での目標とする。
　　　ア　診療所、図書館、小中学校・幼稚園・保育所(認定こども園含む)、学校給食センター

　　　イ　文化・芸術施設などの集客、貸室部分の使用時間帯
　　　ウ　住民票・戸籍・納税証明書等発行窓口
４　具体的な節電行動・効果例

　⑴　冷房の設定温度を２６℃から２８℃にする⇒節電効果１０％

⑵　すだれやよしずで窓からの日差しを和らげる⇒節電効果１０％

⑶　エアコンを消し、扇風機を使用する⇒節電効果５０％

⑷　冷蔵庫の設定温度を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間を減らし、食品を詰めすぎない⇒節電効果２％

⑸　テレビは省エネモードに設定し、画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す⇒節電効果２％

⑹　日中は不要な照明を消す⇒節電効果５％

５　緊急の節電要請

　　万一の電力需給ひっ迫時には、県・関西電力㈱からの要請を受け、市民・事業者へ緊急節電の呼びかけを防災行政無線の緊急放送で行う。
〔問合せ〕豊岡市環境経済部環境経済課　℡0796-23-4480
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資料　４
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